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第７４次 令和６年度印旛教育研究会 

第三部会理科研究部提案資料（紙上提案） 

１．研究主題 

理科学習における問題解決の力の育成 

～生きて働く知識・技能の習得と活用を意識した学習を通して～ 

 

２．主題設定の理由 

 ２０１８年（平成３０年）度に実施された全国学力・学習状況調査では、理科の課題におい

て指導改善のポイントとして、「学習を通して獲得した知識を実際の自然や日常生活に適用で

きるようにする指導の充実」が挙げられた。また、２０２２年（令和４年）度の指導改善のポ

イントとして、「習得した知識を使って、日常生活との関わりの中で捉え直す場面を設定する

ことが大切である」とされた。 

 普段の理科学習でも、児童が新たな問題に直面し、予想や仮説を立てる場面において、既習

事項や生活経験と結びつけて考えられない場合がある。 

 そこで、研究主題を「理科学習における問題解決の力の育成」、副題を「生きて働く知識・

技能の習得と活用を意識した学習を通して」とし、問題解決の力の育成を考えた。問題解決の

力は、学年ごとにそれぞれ示されているが、この研究でめざす問題解決の力は、前述した課題

に挙げられる「既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力」と考えて

いきたい。 

 

３．研究の仮説 

 

 

 

 

 

  問題解決の力の育成が図れるであろう。 

【仮説の手立て】 

 

 

        諸感覚を生かした体験の場を効果的に設定 

                

 

    《驚きや感動の喚起》 

     

      すごいな！        びっくり！        なるほど！ 

 

①驚きや感動のある体験活動を重視し、生きて働く知識・技能の習得を図る。  

 ②児童の思考を揺さぶる問題を提示し、①で習得した知識・技能を活用する。  

 

・ダイナミックな体験    

・一人一実験 

・効果的な教材・教具の提示 

・多様なメディアの活用   

 

 

 

①驚きや感動のある体験活動を重視し、生きて働く知識・技能の習得を図る。  

教材・教具の工夫 体感的 

視覚 聴覚  

嗅覚 触覚  
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 理科のおもしろさ、有用性を感じ 生きて働く知識・技能の習得へ 

 

 

 

 

 

            

①で習得した知識・技能（生活経験）を活用して自分の言葉で根拠のある予想や仮説を立てる 

                                        ※ 問題解決の力 

       

実験・結論へ 

４．研究内容（小学６年生「てこのはたらき」） 

（１）指導計画案 

次 主な学習活動 

第一次 

てこのはた

らき 

 

 

 

〇重いものを手で持ち上げたときと棒を使って持ち上げたときを比べて、気付

いたことを話し合い、てこの３つの点について知る。＜１＞ 

〇力点や作用点の位置を変えたときの手ごたえを調べる。＜１＞ 

〇実験用てこを使って、うでの傾きを調べる。＜１＞ 

〇実験用てこのうでが水平になってつり合うときのきまりについて、条件を整

えて調べる。＜１＞ 

〇実験用てこのうでが水平になってつり合うときには、どのようなきまりがあ

るのか、結果を基に話し合う。＜１＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇てこの働きを利用した道具について調べる。＜１＞ 

→ロイロノートで分類する。 

→てこのはたらきを利用した別の道具を考える。 

 

〇つり合いを利用したおもちゃをつくる。→モビール・ヤジロベー作り＜１＞ 

 

②児童の思考を揺さぶる問題を提示し、①で習得した知識・技能を活用する。 

 

ア 日常生活と関連する問題の提示 

イ 見方を変える問題の提示 

＜活用ユニット案＞  

○つり合わないものを水平にするためにどうすればよいのか。 

  →洗濯物干し            ⇒日常生活と関連する問題  

 

○太さが一様でないものを水平にして支点部分で切り、重さを比べる。 

  →にんじんのような太さの違う円錐型のもの ⇒見方を変える問題  


